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ZOOM IN 会員病院・施設 医療法人敬愛会 リハビリテーション天草病院
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鈴木 邦彦
日本リハビリテーション病院・施設協会  理事
医療法人博仁会 志村大宮病院  理事長・院長

地域リハビリテーションの
理念とともに

　私と地域リハビリテーションの出会いは2000年12
月に当時地元の茨城県立医療大学教授であった
大田仁史先生が設置された「茨城県リハビリテー
ション病院懇話会」に参加した時からである。消化
器内科医でそれまでリハビリテーションと縁がなかっ
た私は、大田先生の名前は知っていたがお顔がわ
からず、１時間以上前に会場に入って開始を待っ
ていた。やがてつかつかと入って来られた方は、一
番前に坐っていた私のところに来られていきなり進
行表を手渡し、「ここで『異議なし』」と言ってくださ
い。」と言われた。その方が大田仁史先生であった。
　1993年から実家の中小病院に戻っていた私は、
すでに高齢化の進んでいた茨城県北西部におい
て、もはや入院と外来だけでは地域を支えられず、
在宅や介護の必要性を痛感して、1995年に訪問看
護ステーション、1996年に介護老人保健施設を開設
していた。母が管理栄養士だったこともあって元々
急性期を過ぎたら運動と栄養が大事だと思ってい
たが、本県は極端なセラピスト不足でPT、OT、STと
も全国最下位レベルであり、ましてや県北西部の過
疎地域で勤務してくれるセラピストはいなかった。
　その後1998年暮れから当地域への公的急性期
病院誘致運動が起こったため、当院は回復期、慢
性期、在宅、リハビリ、介護に特化することを決意し、
高齢のPTが1人しかいないにも拘わらず、2001年に
前年に創設されたばかりの回復期リハビリテーショ

ン病棟の開設を決断して、2003年10月に県内４番
目、県央・県北西部では最初のオープンに至った。
　その時リハビリテーションに取り組んだことがその
後の当院の発展と経営の安定に大きく貢献し、2010
年から８年間日本医師会常任理事、2020年から４
年間茨城県医師会長を務めることもできた。
　地域リハビリテーションは今日の地域包括ケアシ
ステムの源流であり、当院の理念である「病院を中
心としたまちづくり」のバックボーンにもなっている。そ
の間には大田仁史先生の他にも地域リハビリテー
ションのレジェンドやパイオニアである澤村誠志先
生、故石川誠先生、浜村明徳先生、米満弘之先生、
故山口昇先生に直接ご指導いただく機会にも恵ま
れた。
　現在、当方のリハビリテーション部門は専門医２
名、専攻医１名、セラピスト147名にまで充実し、大
田先生から引き継いだ会は「茨城県リハビリテーショ
ン病院・施設協会」として活動している。私が県医
師会から退任後一時本県の地域リハビリテーション
支援体制が弱体化したが、今回県地域リハビリテー
ション推進協議会に正式に同会が参加することに
なったのに伴い、委員を当院セラピストの一期生でも
あるリハビリテーション事業部長に世代交代すること
にした。これを機に大田仁史先生によって築かれた
本県の地域リハビリテーション活動がさらに発展す
ることを期待している。

巻頭言
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